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本コート材使用症例は， 32 名 (38 歯)であり，塗布後 1 週間で観察できた症例は， 30 名 (36 歯)，塗布後 1 か月，
3 か月はそれぞれ 26 名 (31 歯)， 21 名 (25 歯)であった。塗布後 1 週間目における破折の頻度は， 13.9%であり，

























いた。また，本コート材の臨床使用症例は， 32 名 (38 歯)であり，塗布後 1 週間で観察できた症例は， 30 名 (36 歯)，
塗布後 1 か月， 3 か月はそれぞれ 26 名 (31 歯)， 21 名 (25 歯)であった。塗布後 1 週間目における破折の頻






患者および保護者へのアンケート調査の結果では， 1 名を除き，大変満足していた。満足しなかった 1 名は，
歯の色に違和感を訴え，自分でコート材を除去してしまったため，塗布 1 か月において完全脱落と判定された。
本コート材は，爪のマニキュアのように暫間的なものであることを事前に説明していたことから，破折が生じ
ても，患者の満足度に大きな影響は及ぼさなかったとの考えが示されていた。また，容易に外すことができる
ことで，安心して使用できるとの意見も多いとの報告であった。また，本研究の観察期間において，コート材
を使用した対象歯において，麟蝕の発生は認められなかった。以上の結果から，本コート材は，小児における
変色歯の色調の改善に有効な材料であることが示されていた。
上記のように，本研究論文は，これまでなかった新しい材料の物理学的な性質に関する評価とともに，実際
の臨床における評価の実施も行われていることから，本論文は博士(歯学)の学位授与に値するものと判断する。
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